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タ
ー
の
場
合
は
、
体
験
者
は
そ
の
よ
う
な

行
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
得
る
事
故
や
危
険

性
を
疑
似
体
験
で
き
る
。
ま
た
、
見
学
者

も
そ
の
映
像
に
注
目
し
、
参
加
意
識
が
高

か
っ
た
よ
う
で
す
。
見
学
者
の
場
合
は
、

自
分
の
運
転
と
置
き
換
え
て
映
像
を
見
た

り
、
ク
ル
マ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
な

ど
他
の
視
点
か
ら
も
危
険
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、

雨
天
時
に
も
参
加
体
験
型
の
教
室
が
行
え

る
の
で
活
用
し
や
す
く
感
じ
ま
し
た
」
と

話
す
。

青
森
で
は
、
夏
場
な
ど
通
学
の
際
に
自

転
車
を
利
用
す
る
生
徒
も
多
い
。
参
加
し

た
生
徒
か
ら
は
、「
自
転
車
の
乗
り
方
を

見
直
さ
な
い
と
だ
め
だ
と
思
っ
た
」「
今

後
自
転
車
を
運
転
す
る
時
は
気
を
つ
け
て

走
行
し
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

松
岡
常
務
は
、「
青
森
モ
ー
タ
ー
ス
ク

ー
ル
で
は
、
初
心
運
転
者
教
育
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
に
合
っ
た
交
通
安
全
教
育
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
県
内
全
体
の
事
故
率
を

下
げ
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
青
森
か
ら
全
国
に
発
信
で
き

る
教
習
所
で
あ
り
た
い
。
全
国
ど
の
地
域

で
も
高
い
レ
ベ
ル
で
の
交
通
安
全
教
育
が

で
き
る
体
制
が
必
要
で
、
今
後
も
交
通
安

全
に
対
す
る
ホ
ン
ダ
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
開
発
・
研
究
・
提
供
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

に
、
渋
滞
で
停
止
し
た
ク
ル
マ
の
前
を

右
折
す
る
時
の
場
面
（
写
真
左
上
参
照
）

が
映
し
出
さ
れ
る
。「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
こ
と
だ
け
を
考
え
た
ら
、
ア
ク
セ
ル

か
ら
足
を
離
し
、
そ
の
ま
ま
曲
が
っ
て

い
く
の
が
燃
費
に
は
い
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
で
も
、
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
参

加
者
に
問
い
か
け
る
。「
渋
滞
し
て
い

る
ク
ル
マ
の
カ
ゲ
か
ら
、
バ
イ
ク
が
来

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
通

過
す
る
の
は
危
険
で
す
」
と
参
加
者
の

一
人
が
答
え
る
。
最
後
に
は
「
突
然
、

バ
イ
ク
が
出
て
き
た
ら
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
と
思
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー

に
は
後
方
の
ク
ル
マ
が
映
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
ク
ル
マ
に
追
突
さ
れ
る
危

険
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
右
折
を

開
始
す
る
前
に
ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を
離

す
だ
け
で
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
、

後
続
車
に
も
減
速
を
促
す
こ
と
が
追
突

防
止
に
な
り
ま
す
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
ま
と
め
て
い
く
。

「
も
ち
ろ
ん
、
安
全
が
あ
っ
て
の
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
み
な
さ
ん
が
職
場

で
指
導
す
る
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

（
株
）シ
ー
テ
ッ
ク
の
梅
田
さ
ん
は

「
今
回
の
研
修
で
は
、
当
社
の
求
め
る

『
セ
ー
フ
テ
ィ
』と『
エ
コ
』の
両
方
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
い
う
。

１
月
末
ま
で
に
養
成
さ
れ
る
１
１
４

名
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
、
４

月
か
ら
各
職
場
で
の
指
導
を
開
始
す

る
。

か
ら
始
め
ま
し
た
」。

1
月
20
日
（
当
日
）
は
、
全
９
回
の

う
ち
８
回
目
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通

教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
セ
ー
フ
テ

ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研
修
が
行
わ
れ
、

同
社
の
社
員
14
名
が
参
加
し
た
。

午
前
中
は
座
学
。
ふ※

１
ん
わ
り
ア
ク
セ

ル
『
ｅ
ス
タ
ー
ト
』、
ア
ク
セ
ル
オ
フ

に
よ
る
フ※

２
ュ
ー
エ
ル
カ
ッ
ト
の
活
用
な

ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
必
要
な
知
識
を

学
ん
だ
。

午
後
は
、
燃
費
を
計
測
す
る
装
置
を

取
り
付
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
車
両
を
参

加
者
一
人
ひ
と
り
が
運
転
。
雪
道
と
同

じ
摩
擦
係
数
の
低
ミ
ュ
ー
路
を
利
用
し

て
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
『
ｅ
ス
タ
ー

ト
』
に
必
要
な
ア
ク
セ
ル
操
作
を
身
に

つ
け
る
。
さ
ら
に
、
午
前
中
に
学
ん
だ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
効
果
の
あ
る
運
転
方

法
を
試
し
、
実
際
に
燃
費
が
向
上
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

最
後
は
教
室
に
戻
っ
て
、「
ｅ
ｃ
ｏ
│

Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
交

通
状
況
に
応
じ
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と

安
全
運
転
の
両
立
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
も
の
。
教
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

TRAFFIC ADVICE［（株）シーテック／セーフティ・エコドライブ研修］

★交通教育センターから

（
株
）
シ
ー
テ
ッ
ク
（
本
社：

愛
知

県
名
古
屋
市
）
は
中
部
電
力
の
グ
ル
ー

プ
会
社
の
１
つ
で
、
電
力
技
術
を
中
核

に
建
設
、
情
報
通
信
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
企
業
で
あ

る
。
同
社
は
昨
年
、
環
境
問
題
へ
の
取

組
み
と
し
て
、
平
成
21
年
４
月
よ
り
全

社
で
セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
行
う
背
景
を
、

同
社
安
全
・
品
質
部
長
の
梅
田
賢
治
さ

ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
当
社
は
風

力
発
電
や
地
域
熱
供
給
な
ど
、
環
境
保

全
に
対
応
す
る
事
業
も
手
が
け
て
い
ま

す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
に
よ
っ
て
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
環
境
保
全
に
対
す

る
参
画
意
識
を
高
め
、
C
O
2
削
減
に

寄
与
す
る
と
共
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

安
全
運
転
に
役
立
て
、
交
通
事
故
防
止

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
導
入
に
向
け
て
は
、
ま
ず
各
部

署
に
お
け
る
推
進
役
と
な
る
『
セ
ー
フ

テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
リ
ー
ダ
ー
』
を

養
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
知
識

と
、
実
技
を
通
し
て
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
セ
ー
フ
テ

ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研
修
を
昨
年
12
月
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東
奥
学
園
高
等
学
校
（
高
橋
福
太
郎

校
長
）
の
３
年
生
２
ク
ラ
ス
を
対
象

と
し
た
『
参
加
体
験
型
安
全
教
室
』

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
安
全
教

室
で
は
、「
速
度
と
停
止
距
離
」、「
負

傷
者
の
救
護
」、「
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
」
の
３
課
題
を
実
施
。「
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
」
で
は
、
ホ
ン

ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
以
下
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
を
使
っ
た
交
通
安
全

教
育
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
授
業
で
は
、
代
表
生
徒
が
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
を
操
作
し
た
り
、
傘
を
差
し

た
り
し
な
が
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体

験
。
体
験
者
の
モ
ニ
タ
ー
映
像
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
で
教
室
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

に
投
影
さ
れ
、
他
の
生
徒
は
そ
の
映
像
を

見
な
が
ら
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
う
。
指
導
す
る
側
は
コ
ー
チ
ン
グ
手

法
を
使
い
、
脇
見
運
転
や
、
片
手
運
転
の

危
険
性
に
気
づ
か
せ
る
。

同
社
常
務
執
行
役
員
の
松
岡
義
光
さ
ん

は
、「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
も
、
携
帯
電

話
を
利
用
し
な
が
ら
の
運
転
や
傘
差
し
運

転
の
場
面
で
は
、
運
転
以
外
の
作
業
に
集

中
す
る
と
、
周
囲
の
状
況
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
、
実
車
と
同
じ
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

ホ
ン
ダ
は
、
交
通
安
全
の
活
動
が
地
域

社
会
に
根
ざ
し
、
地
域
社
会
と
一
体
と
な

っ
て
継
続
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
理
想

と
し
て
、「
指
導
者
の
育
成
」「
教
育
の
場

と
機
会
の
提
供
」「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

手
法
の
開
発
」「
教
育
機
器
の
開
発
・
提

供
」
を
柱
と
し
た
安
全
運
転
普
及
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
活
動
を
さ
ら
に

全
国
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
昨
年

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交
通
安
全
教
育

に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
動
車
教
習
所
と

連
携
し
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
現

在
、
21
の
自
動
車
教
習
所
と
連
携
し
、
教

習
所
に
お
け
る
交
通
安
全
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

そ
の
連
携
先
の
１
つ
が
、
青
森
モ
ー
タ

ー
ス
ク
ー
ル
（
青
森
県
青
森
市
、
マ
ル
エ

ス
自
工
（
株
））。
同
教
習
所
で
は
、
学
生
、

一
般
社
会
人
・
企
業
、
高
齢
者
に
対
し
て

の
交
通
安
全
教
室
や
講
話
を
年
２
０
０
回

以
上
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
へ
の

交
通
安
全
教
育
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。

昨
年
、青
森
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
私
立

●自動車教習所との連携

青森モータースクールでHonda自転車シミュレーター
を使った高校生への安全教室を実施

TOPICS

シミュレーターの映像をスクリー
ンに投影し、見学者も一緒に自転
車の安全な乗り方を考える

携帯電話を利用しながら自転車に
乗車した場合の危険性をシミュレ
ーターで体験

マルエス自工（株）
常務執行役員・松岡
義光さん

『参加体験型安全教室』では、シミュレーターの他に
「速度と停止距離」、「負傷者の救護」が行われた

凍結路や圧雪路など、すべりやすい路面を再現したスキッドコースを使って、ふんわり
アクセル『ｅスタート』に必要なアクセル操作をトレーニング

エコドライブと安全運転の両立について考える
「eco-KYT」

指定されたコースをエコドライブで走行。そ
の間の燃費を計測し、燃費が向上することを
確認。コースの途中には横断歩道手前に停止
車両があり、このような場面では一時停止す
ることが事故防止につながることを参加者は
再確認した

※1ふんわりアクセル『ｅスタート』＝普通の発進より少し緩やかに発進すること。最初の5秒で20km/hが目安。
※2フューエルカット＝一定以上のエンジン回転でアクセルから足を離すと燃料の供給が停止される機能。燃料を使わずに
走行する距離が伸びるので、平均燃費は向上する。

2月10日、日本青年館（東京都新宿区）
にて、ホンダ輸送グループ安全協議会の
「平成20年度年間無事故競争表彰式」が
開催された。
同協議会は本田技研工業（株）の製品
輸送業務に携わる、日本梱包運輸倉庫
（株）、ホンダ運送（株）、（株）ホンダロ
ジスティクスで構成され、3社とその協
力会社が一体となって、交通事故ゼロを
めざすことを目標に、安全運転の啓蒙と
意識高揚のための教育・指導・広報活動
を行っている。その活動の一環として、
年間無事故競争を各社の車両1台当たり
の年間無事故走行キロ数で競っている。
平成20年度は、日本梱包運輸倉庫

（株）、ホンダ運送（株）の2社が加害事
故ゼロを達成。規定の1社あたりの走行
距離により日本梱包運輸倉庫（株）が優
勝し、同社の黒岩秀隆社長に千葉英雄・
本田技研工業（株）安全運転普及本部事
務局長から年間優勝杯が授与された。ま
た、ホンダ運送（株）が年間無事故賞を
受賞した。
表彰式後には、千葉事務局長が「今後
も絶対に事故は出さないという強い信念
を持って、交通事故ゼロをめざして取り
組んでいただきたい」と挨拶。また、黒
岩社長は「さらなる安全心の向上を図り
交通事故防止に努めるとともに、お客様
に安全かつ高品質な商品が届けられるよ
うに努めていきます」と抱負を語った。

NEWS REVIEW
●ホンダ輸送グループ安全協議会
平成20年度 年間無事故競争表彰式

輸送現場における
交通事故ゼロの取組み

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と

安
全
運
転
の
両
立
を
め
ざ
す
た
め
の
研
修


